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★今月の誕生日 

高野真治メン（26 日） 

飯田加代ﾒﾈｯﾄ（10 日） 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇変化と継続！クラブ一丸！の一年◇           

鮎澤正和 

早いもので、去年の６月の長野の東日本区大会から

１年が過ぎようとしています。会長２年目の今年の主

題は「変化と継続 クラブ一丸！！ パートⅡ」でし

た。少ないメンバーでの活動、東陽町センターの 2018

年問題を念頭においての一年でしたがどうだったでし

ょうか。この一年も毎月の例会の他に様々なプログラ

ムに関わってきましたが、今までの経験の積み重ねで

大きな問題もなくこなすことができました。すべての

プログラムに参加することは出来なかったのですが、

まさに「継続」の賜物だと思いました。ただ、チャリ

ティーランの悪天候による中止は問題を残しましたが

良い経験になったのではないでしょうか。 

今期の大きな出来事のひとつに「江東、ひがし、ベ

イサイド３クラブ合同例会」がありました。江東がチ

ャーターして５７年、ひがしがチャーターして２８年、

ベイサイドがチャーターして２年、親、子、孫三代の

はじめての公式の顔合わせが実現しました。これも「継

続」のなせる技でしょう。講師例会ということで、築

地仲卸三代目、生田興克氏に「マグロの話と築地移転

問題」の話をしていただきました。タイムリーな話で

大いに盛り上がりましたがまだまだ尾をひているのは

皆様ご存じの通りです。 

もう一つの大きな出来事、「変化」で言うと東陽町セ

ンター2018 年問題がありました。「東陽町センターよ

どこへ行く」ひがしクラブの依って立つ拠点の問題な

ので随分話し合いました。すぐには結論が出ないので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 
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〒 135-0016 江東区東陽 2-2-20 東京 YMCA 東陽町センター内  ℡ 03-3615-5568 

国際会長：Joan Wilson(カナダ) 主題:「私たちの未来は、今日より始まる」 

アジア地域会長：Tung Ming Hsiao(台湾) 主題:「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事：利根川恵子(川越) 主題:「明日に向かって、今日動こう」 

関東東部部長：片山 啓(茨城) 主題:「組合せされ、結び合わされ、造り上げられてゆく」 

東京ひがしクラブ会長：鮎澤正和 主題:「変化と継続！クラブ一丸！ パートⅡ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイル 

５月 9,000 円 

 

累計  

34,440 円 
 

  
 

 

2016-2017 年度役員 

会 長  鮎澤正和 

副会長  須田哲史 

書 記  金丸満雄 

会 計   野本多美子 

担当主事 沖 利柯 

 

５月例会 

出席者      10 名    ﾒﾈｯﾄ     名 

会員出席者  8 名      ｹﾞｽﾄ  2 名 

在籍数      11 名   ﾒｰｷｬｯﾌﾟ    名 

（広義会員 2 名）           

ひがし会員出席率 ８９ ％ 

 

✞今月の聖句✞ 

『私は彼らに永遠の命を与える。彼らはいつま

でも滅びることなく、また、彼らを私の手か

ら奪いさる者はない。』          

－ヨハネによる福音書 10 章 28 節－ 

 

 

 

 

  

      

 

           

 

 

６月例会（引継＆納会） 

と き 2017 年６月 10 日（土） 

    18:00～20:30 

ところ  門前仲町「卯月」 

受付 野本多美子 

司会 金丸満雄 

 ☆プログラム       

開会挨拶         会長 鮎澤正和 

ゲスト紹介 

食前の感謝／乾杯 

食事・懇談 

今月の誕生日・結婚記念日 

今期を振返って（それぞれの一年）          

引継式 

各種報告／スマイル 

閉会挨拶         副会長 須田哲史 

 

 

 

 

 

強調月間 

評 価 

 

 



これからも話し合っていこうとなったところで、１Ｆ

～２Ｆをこれからも使って行くとのこと。私は力がど

っと抜けました。でもこれからのひがしクラブの方向

性を考える良い機会となったことは否めません。 

ただ思いつくまま書いてしまいましたが、メンバー

一人ひとりの強い思いがとても感じられた一年いや二

年だったと思います。お飾りみたいな会長だったと思

いますが有難うございました。 

 

５月例会報告 

                    山口 隆 

 ひがしクラブの 5 月例会は、新メンバーの千代一郎さんの

入会式から始まりました。鮎澤会長の司式により執り行われ

ました。須田副会長から「楽しいワイズライフを送ってくだ

さい。」と歓迎の言葉があり、千代さんから「ひがしクラブの

雰囲気に惹かれ自然と流れるように参加してこれた。これか

らもワイズメンとしての自覚を持って活動していきたい。」と

挨拶がありました。心強いメンバーの誕生です。これからよ

ろしくお願いいたします。 

入会式に続き、4 月より

東京ＹＭＣＡ副総主事に

就任された、星野太郎氏に

よるゲストスピーチ「日本

ＹＭＣＡブランディング

プロジェクト」についてお

話しをいただいた。このプ

ロジェクトは同盟の中期

計画（２０１４－２０１

６）に策定され 3 年前か

ら取り組んでいる。聞きな

れない言葉ではあるが、ブ

ランド（利用者がひと目でわかる他社との違い。）ブランディ

ングとは（ブランドの価値観に沿った自社の見え方のコント

ロール）という意味である。ＹＭＣＡがブランディングに取

り組むのはＹＭＣＡの中に埋もれた宝を再発見しその価値を

広く効果的に伝え、選ばれるＹＭＣＡになることを目指すも

のである。そのためにＹＭＣＡのイメージを企業、生活者の

それぞれの側面から調査を行い、ＹＭＣＡイメージの強みと

弱みについて検証を行った。 

ブランドコンセプトに示めされたことばに「みつかる・つ

ながる・よくなる」と示されている。これは、ＹＭＣＡに関

わることでしたい何かが見つかり、仲間ができ、前向きに生

きることができる場でありたい。この 6 月には新ロゴが発表

され運用されていく予定である。また、今回は膨大な内容の

中から要約してお話し頂いたので概略だけではあるが、ＹＭ

ＣＡの事業が多くの方に選ばれることを目指し展開すること

を期待し応援していきたい。 

ゲストスピーチのあと意見交換を行い、各種報告・スマイ

ルがあり閉会した。 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡコーナー                             
              担当主事 沖 利柯 

▼熊本大地震復興支援募金のお願い 

熊本ＹＭＣＡは、熊本大地震復興支援募金期間を１

年延長し、2018 年 4 月 30 日までとすることを決め

ました。募金目標額は、被災コミュニティーの緊急支

援のために 7 千万円、熊本ＹＭＣＡの活動による復興

支援活動のために 1 億 3 千万円としています。インフ

ラは都市部を中心に復旧したものの、解体の必用な家

屋は依然多くあり、公費により 2 月末時点で 52％

（17,117 棟）が進んだ状況です。仮設団地、みなし

仮設住宅等で困難な生活を強いられている被災者も多

く、引き続き全国ＹＭＣＡが協力し、継続的な復興支

援を行っていきます。ご協力をお願い致します。 

▼ドリームキャンプ 

5 月 3 日、肢体不自由児とその家族を対象に三菱商

事株式会社との共催で、新豊洲の Brillia ランニング ス

タジアムを会場に「第 2 回 ドリームキャンプ」を実施

しました。21 家族 60 人が参加し、障がい者スポーツ

日本代表選手等の指導で、車いすバスケット、チェア

スキー、レーサー（陸上競技用の車いす）、ボッチャ、

車いすラクビーの体験をしました。東京ＹＭＣＡのユ

ースボランティアたちも、子どもたちのサポートやレ

クリエーション指導など、 日ごろの経験を活かして運

営の補助を担ってくれました。 

▼第 15 回会員大会報告 

5 月 27 日に「第 15 回会員大会」が東陽町センタ

ーで開催され、142 名の会員・職員が参加しました。

今回は「会員の会員による会員のための大会」をテー

マに準備がされました。第 1 部では茅野徹郎氏が名誉

会員に推挙され、ボランティア オブ ザ イヤーとして

「熊本大地震復興支援マラソンチャリティーコンサー

ト実行委員会」と 5 名のボランティアリーダーが表彰

を受けました。第 2 部では菅谷総主事による 2016 年

度事業報告に続き、新しい試みとして 10 のブースで

会員活動を中心とした諸活動が紹介され、参加者は興

味に応じてブースをまわり、担当の会員や職員から説

明を受けました。ユースリーダーによるキャンプソン

グで幕開けした第 3 部では、ユースボランティアの委

嘱に続き、卒業リーダーと退任される会員部運営委員

に感謝が示された他、ジャズピアニストの森下英介さ

んの演奏やサイレントオークションもあり、会員同士

の良い交流の時となりました。会員の方々が自らの手

で作り出す大会であったと感じました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

★編集後記 

先日開催された、第 20 回東日本区大会(川越)も盛況にて

終了した。二日目の東日本区アワーにおいて、理事引継と役

員引継が行われ今期も幕を下ろす時が来た。ひがしクラブも

二期務めた会長から４度目の会長へと引き継がれる。辞書に

継ぐは、絶えないように、減った所に足す。補給するとある。

楽しいひがしクラブを継ぎ、以前のような大所帯で賑やかな

クラブを目指そう。（Ｋ） 

千代一郎（ちしろ いちろう）さんの紹介 

 1948 年 2 月 6 日生れ。福岡出身で現在は杉並区浜

田山にお住まいです。奥様と息子さん二人の 4 人家族で

す。趣味は、トレッキング。お酒大好き人間！！ 

紹介者：飯田歳樹メン 


